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グ複合体の一つである BAF47に注目し、各細胞における SS18-SSX誘導前後の BAF47
の発現を解析した。 
【結果】 



























る可能性が示されていること、さらに SS に特異性の高い遺伝子として FZD10 遺伝
子が同定され、FZD10 を標的とした SS の分子標的治療が有効である、というこれ
までの研究結果に基づき、本研究では、FZD10 遺伝子の発現を指標とし、神経堤細
胞系譜における SS18-SSX の細胞特異的な機能を解析した。薬剤誘導型 SS18-SSX 発
現ヒト多能性幹細胞（PSC）を用いて、神経堤細胞（NCC）、さらに間葉系幹細胞（MSC）
を分化誘導し、各細胞において SS18-SSX を誘導した。SS18-SSX 誘導後に発現が変






以上の研究は SS における SS18-SSX 遺伝子の機能の解明に貢献し、肉腫における
細胞背景の意義の理解に寄与するところが多い。 
 したがって、本論文は博士（医科学）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成 28 年 1月 12 日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
